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はじめに

女性が男性に比して筋量、骨格、循環呼吸機能、

ヘモグロビン量などの面で不利であることは、ス

ポーツ医学の立場からみておおむね異論のない事

実である（Hunter et al., 2023；Joyner et al., 

2025）。そのため多くの競技では、記録の公平性と

競技観戦の納得性を担保するために、男子カテゴ

リーと女性カテゴリーが設定されてきた。ここで重

要なのは、女性カテゴリーの存在理由が、個人の人

格や性自認を裁定することではなく、競技の公正さ

を維持することにあるという点である。

もっとも、女性カテゴリーへの参加基準をどこに

置くかは容易な問題ではない。外性器の視診、性染

色質検査、SRY 遺伝子検査、血中テストステロン濃

度と、各競技団体や国際オリンピック委員会（IOC）

は時代ごとにさまざまな方法を採用してきた（Genel 

and Ljungqvist, 2005）。World Athletics（WA）は、

近年は血中テストステロン濃度を基準とする規制を

中心に据えていたが、2025 年に方針を大きく転換

し、女性カテゴリー出場の事前審査として、SRY 遺

伝子の検査を導入した（World Athletics, 2025b）。

この転換は、単なる検査法の変更ではない。テス

トステロン抑制のみでは、アンドロゲン感受性を有

する 46,XY アスリートの競技上の優位性を十分に

打ち消せないという、近年の WA の結論を反映した

ものである（Hilton and Lundberg, 2021；World 

Athletics, 2025a）。本稿では、女子競技参加基準

の歴史を概観したうえで、テストステロン基準が採

用された理由とその限界、さらに 2025 年以降に急

速に進んだ SRY 遺伝子検査導入の流れについて、医

学的観点から整理したい。

性別確認の歴史と女性カテゴリー参加基準の変遷

女性競技における性別確認は、長いあいだ論争の

対象であった。古くは 1936 年ベルリン五輪の走高

跳で 4位に入賞し、のちに Heinrich Ratjen として

登録変更された Dora Ratjen、1932 年ロサンゼルス

五輪および 1936 年ベルリン五輪の女子 100m でメダ

ルを獲得し、死後の剖検で両性の混合した性的特徴

が明らかになった Stella Walsh、1960 年ローマ五

輪および 1964 年東京五輪で活躍し、1966 年の性別

確認導入期と重なる時期に引退したことで憶測を

呼んだ Press 姉妹のように、当時の社会や競技界

から性別を疑問視された事例が繰り返し言及され

て き た（Olympics.com, onlinea；Olympics.com, 

onlineb；Olympics.com, onlinec；Olympics.com, 

onlined）。こうした事例が、競技団体に「女子競技

の価値をどのように守るのか」という問いを突きつ

けたことは否定できない。

1966 年には陸上欧州選手権と英連邦大会で外性

器の確認が行われたが、いわゆる nude parades 

と呼ばれる方法は、人格権や羞恥心への配慮を

欠くものとして強い批判を受けた（Genel and 

Ljungqvist, 2005）。その後 IOC は性染色質検査へ

移行したが、完全型アンドロゲン不応症（CAIS）女

性や 45,X のターナー女性を不適切に除外しうるこ

とが問題となった（Genel and Ljungqvist, 2005）。

そこで 1992 年のアルベールビル冬季五輪からは、

Y 染色体上の男性決定因子である SRY 遺伝子の検査

が導入された。1996 年アトランタ五輪では女子エ

ントリー選手に対する口腔粘膜擦過による PCR 検査

が行われ、3,387 人中 8 人が SRY 陽性であったが、

最終的には全員が女子競技への参加を許可された。

このうち 7 人がアンドロゲン不応症、1 人が 5 α還

元酵素欠損症で、この 1 人はすでに性腺除去手術

後であったと明らかにされている。すなわち、SRY

陽性という事実だけでは、ただちに競技参加資格

の否定には結びつかなかったのである（Genel and 

Ljungqvist, 2005）。

これだけの手間と費用をかけて性別検査を行いな
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がら、競技参加資格に影響がなかった事実を重く

見て、1999 年、IOC は全女子選手一律の性別検査

を廃止した（Genel and Ljungqvist, 2005）。しか

し 2009 年のベルリン世界陸上女子 800m で Caster 

Semenya 選手（南アフリカ）が優勝したことを契機

に、議論は再燃した（World Athletics, online）。

以後の論点は、外見や染色体一般ではなく、「高ア

ンドロゲン状態が競技力にどこまで寄与するか」に

集約され、2011 年以降の WA（当時 IAAF）は高アン

ドロゲン女性競技者、続いて性分化疾患（DSD）女

性競技者に関する規定を整備することになる（表

1）。

なぜテストステロン基準が採用されたのか

テストステロン基準が採用された理由は明快で

ある。男子と女子の競技力差の重要な生物学的基

盤として、アンドロゲン、とくにテストステロン

の作用が中心的に位置づけられてきたからであ

る（Handelsman et al., 2018；Hunter et al., 

2023）。テストステロンは筋蛋白合成、赤血球産生、

骨格筋量、無酸素性能力、回復過程などに関与し、

競技パフォーマンスを規定する主要因の一つである

（Handelsman et al., 2018）。加えて、血中総テス

トステロンは臨床検査として比較的標準化されてお

り、大規模競技会でのスクリーニングにも利用しや

すい（Handelsman et al., 2018）。

こうした事情から、まず 2011 年の IAAF による

高アンドロゲン女性競技者規定では血清テストス

テロン濃度 10nmol/L 未満という基準が定められた

（Handelsman et al., 2018）。高アンドロゲン女性

競技者は、その多くは DSD 女性競技者であるが、性

腺摘除手術を受けるか、またはホルモン剤（たとえ

ば経口避妊薬）を使用することによって、この基準

をクリアすることができたと思われる。じっさい

Semenya 選手は競技復帰が認められ、2012 年ロンド

ン五輪、2016 年リオデジャネイロ五輪で金メダル

を獲得している（Olympics.com, onlinee）。

この状況を WA 側は好ましく思わなかったので

あろう。2019 年の DSD 規定ではさらに厳しく、血

清テストステロン濃度 5nmol/L 未満が基準となっ

た。しかもこの基準による規制対象種目を 400m か

ら 1 マイルの走種目に限ったことから、あたかも

Semenya 選手を狙い撃ちにするかのような規定に批

判が集まったのは事実である（World Athletics, 

2025a）。これらの規定の根拠とされたのは、2011

年のテグ大会および 2013 年モスクワ大会の両世界

選手権における女子選手の血中テストステロン濃度

データであった（World Athletics, 2025a）。400m、

400mH、800m 競技において高テストステロン選手と

低テストステロン選手の競技成績に優位差を認めた

とする内容である（World Athletics, 2025a）。な

表 1　女性カテゴリー参加基準の主な変遷
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お、2021 年に行われた東京五輪の陸上競技ではこ

の規定が運用されたため、Semenya 選手は 5000m で

五輪出場を目指したが参加標準記録を突破できな

かった（Olympics.com, onlinef）。その後の運用で

は、DSD 競技者が女性カテゴリーにとどまるために

2.5nmol/L 未満の維持を求める方向へと、さらに厳

格化が進んだ（Reuters, 2025a）。

つまり、テストステロン基準は「男子の競技的優

位性をもっともよく代表する、生理学的に説明可能

で、しかも測定可能な指標」として導入されたので

ある（Handelsman et al., 2018）。医学的にみれば、

これは完全無欠な指標ではないが、少なくとも運用

可能性を備えた代理指標といえた。

テストステロン基準の限界

しかし、近年の議論は、テストステロンのみを基

準とする方法の限界を明らかにしてきた。第一に、

アンドロゲン感受性を有する 46,XY アスリートで

は、胎児期、乳児期早期の一過性の性腺軸活性化（い

わゆる mini-puberty）、思春期を通じたアンドロゲ

ン曝露によって、身長、四肢長、骨盤形態、筋量、腱・

骨格の構築、心肺機能などがすでに男子型に形成さ

れている可能性が高い（Handelsman, 2024；Joyner 

et al., 2025）。こうした要素は、成人後に血中テ

ストステロンを抑制してももはや可逆的ではない

（Hilton and Lundberg, 2021）。

第二に、WA の 2025 年ワーキンググループは、

2023 年以降の科学的知見として、テストステロン

抑制や女性化ホルモン治療によっても 46,XY DSD お

よび 46,XY トランスジェンダーの「全体としての男

子優位性」は部分的にしか軽減できないと結論づけ

た（World Athletics, 2025a）。さらに、競技力の

性差は思春期後に初めて生じるのではなく、陸上競

技では思春期前からすでに存在し、走種目で 3 〜

5％、跳躍・投てきではそれ以上の差がみられると

された（World Athletics, 2025a；Hunter et al., 

2023）。ここで重視されたのは、女性の身体構造と

生理そのものが、男子に比して競技上不利であると

いう点である（Joyner et al., 2025）。

第三に、テストステロン値が高いことと、その競

技者がどの程度アンドロゲン作用を受けるかとは

一致しない。完全型アンドロゲン不応症のように、

46,XY で血中アンドロゲンが高くても実際のアンド

ロゲン作用が発現しない病態がある一方、5 α還元

酵素欠損症や 17 β -HSD3 欠損症のように、出生時

外陰は女性型でも、思春期以降に男子型の変化を来

しうる病態も存在する（World Athletics, 2025a）。

したがって、テストステロン値だけでは、競技上の

優位性の有無を最終的に判定できない（Handelsman, 

2024；World Athletics, 2025a）。

以上より、テストステロンは女性カテゴリーを守

るための重要な窓口であったが、それのみでは XY

アスリートの優位性を否定しきれない、というのが

現時点で WA の到達した結論と考えられる（World 

Athletics, 2025a；Hilton and Lundberg, 2021）。

2025 年に起きた転換――SRY 遺伝子検査への移行

WA は 2025 年 2 月、新たな女性カテゴリー適格条

件に関するステークホルダー・コンサルテーション

を開始した（World Athletics, 2025a；Reuters, 

2025a）。そこでは、①女性カテゴリーの設計目的を

正式に再確認すること、②生物学的性に整合的な規

則へ改訂すること、③ DSD 規定とトランスジェン

ダー規定を統合すること、④女性カテゴリー出場者

全員に事前審査を導入すること、⑤影響を受ける

XY アスリートへの支援策を考えること、の 5 点が

提案された（World Athletics, 2025a）。

この提案の中核は、女性カテゴリーを「生物学的

女性のための競技空間」と位置づけ直し、その確

認方法として SRY 遺伝子検査を採用する点にあっ

た（World Athletics, 2025a）。2025 年 3 月 に は

Sebastian Coe 会長が、女性カテゴリー出場には一

回限りの遺伝子検査を導入する方針を明言し、頬粘

膜スワブまたは乾燥血液スポットによる非侵襲的

検査が想定されていることを説明した（Reuters, 

2025b；World Athletics, 2025b）。

そして 2025 年 7 月、WA は世界ランキング競技

会の女性カテゴリー出場者に対し、SRY 遺伝子

検査を正式に導入した（Reuters, 2025c；World 

Athletics, 2025b）。SRY 陰性であれば女性カテゴ

リーの世界ランキング競技会に出場可能、SRY 陽性

であれば非ランキング競技会または他カテゴリーで

の出場は可能だが、女性カテゴリーの世界ランキ

ング競技会には出場できないとされている（World 

Athletics, 2025b）。もっとも、SRY 陽性例では追

加の医学的評価が行われ、CAIS のような病態では

例外的に出場可能と扱われうる余地が残されている

（World Athletics, 2025b）（図 1）。

東京世界陸上に向けた運用では、2025 年 9 月 1

日までに適格性を満たすことが求められた（World 

Athletics, 2025b）。2025 年 12 月の WA Council 文

書によれば、東京大会ではリザーブを含め 1,015 人
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の女子選手が SRY 検査を受け、この制度は 2026 年

に は World Athletics Series、Diamond League、

Marathon Major Platinum イベントへと拡大される

方針が確認された（World Athletics, 2025c）。す

なわち 2025 年は、テストステロン基準中心の時代

から、SRY による事前審査中心の時代へ移る過渡期

であった。

東京世界陸上時の WA メディカルミーティング資料

が示すもの

東京世界陸上時の WA が開催したメディカル向け

の説明会資料は、WA がどのような論理で高テスト

ステロン女性競技者、さらにアンドロゲン感受性を

有する XY アスリートの問題を整理してきたかをよ

く示している。第一に、男子の競技的優位性の基盤

として、除脂肪体重、心臓サイズ、ヘモグロビン量、

VO2max、無酸素性能力、動作効率の差を列挙し、問

題設定が最初から「ホルモン異常」ではなく「男子

型生理の競技的含意」に置かれていることが分かる

（Hunter et al., 2023；Joyner et al., 2025）（図

2）。

第二に、2011 年および 2013 年世界選手権の内

分泌モジュール検体から、46,XY DSD の頻度を

7.1/1000 と見積もり、2000 〜 2023 年の主要大会

の女子ファイナリストでは、46,XY DSD が一般集団

より高頻度にみられたことが示されている（World 

Athletics, 2025a）。数値の細部は別として、WA が

「実際に女子エリート競技に DSD 選手が多い」こと

を疫学的に裏づけようとしてきたことがうかがえ

る。

第三に、とくに 5 α還元酵素欠損症を例に挙げ、

出生時外陰、法的性、性自認が女性側に置かれうる

一方、染色体、性腺、思春期の男性化、二次性徴と

いった生物学的項目では典型的女性と大きく異なる

ことが示されていた（World Athletics, 2025a）。

これは、外見や法的性別だけでは競技上の公平性を

評価できず、思春期以降の男子型発達を重視すべき

だという WA の立場を視覚的に表現したものと読め

る（Handelsman, 2024；World Athletics, 2025a）（図

3）。

第四に、新しい適格規則を紹介しており、口腔検

体を用いた遺伝学的スクリーニングを入口とし、必

要に応じてホルモン・受容体・個別病態の評価を

組み合わせるアルゴリズムが示されていた（World 

Athletics, 2025b）。すなわち WA は、単に高テスト

図 1　2025 年以降の女性カテゴリー参加資格確認の流れ

　2025 年以降に導入された女性カテゴリー参加資格確認の基本的な流れを示したものである。一回限りの

SRY 遺伝子検査を入口とし、SRY 陰性例は女性カテゴリーの世界ランキング競技会に出場可能、SRY 陽性例

は追加医学評価の対象となり、CAIS など例外病態を除いて女性カテゴリー不適格となる。World Athletics 

consultation paper（2025）、SRY test FAQ、Council Decisions（Dec 2025）をもとに著者が整理・模式化

した。
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ステロン女性を排除するための根拠探しをしてき

たのではなく、女性カテゴリーの保護という目的

のもとで、①競技生理学、②疫学、③性分化疾患

の病態理解、④現場で実施可能なスクリーニング

法、の四つをつなげる形で根拠を構築してきたとい

える（World Athletics, 2025a；World Athletics, 

2025b）。

PCR か FISH か――実務上の検査法選択

我が国でこの問題を実務として考える際、検査法

の選択はきわめて重要である。競技資格判定という

文脈では、頬粘膜や唾液、あるいは少量の血液を用

いて短時間に SRY の有無を判定できる PCR 法が現実

的である（World Athletics, 2025b）。WA からの通

達文書でも、適切に検体が採取され、米国や欧州の

公的な品質・安全基準に適合した検査キットを用

いた定量 PCR を行えば、偽陽性・偽陰性の可能性

はきわめて低いとされている（World Athletics, 

2025b）。

一方、FISH 法はモザイクや染色体異常の評価に

は有用であるが、末梢血採取後の処理や細胞学的手

技を要し、競技会前スクリーニングとしては負担が

大きい。したがって、女性カテゴリー適格性の一律

事前審査には PCR 法を第一選択とし、陽性例や疑義

例に対して FISH、核型、ホルモン、受容体機能評価、

画像診断などを追加する二段階方式が合理的であろ

う。

もちろん、SRY 陽性という結果は、直ちに特定の

性分化疾患の診断を意味しない。競技資格の判定と

医療診断とは本来別物である（World Athletics, 

2025b）。したがって、競技団体が検査を実施する場

合にも、結果説明、プライバシー保護、遺伝カウン

セリング、本人同意、必要に応じた専門診療への接

続が不可欠である。競技の公平性を守ることと、個

人の尊厳を守ることは、対立概念ではなく同時に満

たされるべき要件である。

おわりに

女子競技参加基準をめぐる問題は、長らく高テス

トステロン女性競技者の問題として論じられてき

た。しかし 2025 年の WA の転換は、議論の中心がも

はや「テストステロン値をどこに置くか」だけでは

ないことを示した。現在の WA の結論は、アンドロ

ゲン感受性を有する XY アスリートの競技上の優位

図 2　男子競技優位性と生理学的基盤

　図 2A は World Athletics medical meeting slides をもとに作成し、図 2B は同資料および男女の競技成

績差に関するレビューを参考に著者が再構成した模式図である。男子競技優位性の背景として、筋量、心

臓サイズ、ヘモグロビン量、心拍出量、最大酸素摂取量、無酸素性能力、動作効率などの差が挙げられ

る。Joyner MJ, Hunter SK, Senefeld JW. J Appl Physiol. 2025;138（1）および Hunter SK, Angadi SS, 

Bhargava A, et al. 2023 を参考に著者が整理した。
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図 3　女性カテゴリー参加基準に関連する主な性分化異常症（DSD）

　女性カテゴリー参加基準の議論に関連する性分化異常症（DSD）の代表的疾患名と、ステロイド代謝経路

においてその病態に関与する位置を示したものである。先天性副腎皮質過形成、5 α還元酵素欠損症、アン

ドロゲン不応症などを併記したが、競技参加基準との関連で実際に中心となるのは、これらすべての疾患群

ではなく、主としてアンドロゲン感受性を有する 46,XY 症例である。

性は、テストステロン抑制だけでは打ち消しきれ

ない、という点にある（World Athletics, 2025a；

Hilton and Lundberg, 2021）。

そのため女性カテゴリーの保護という観点から

は、血中ホルモン値という可変的な指標よりも、

SRY を含む生物学的性の確認を事前審査の入口と

する方が、制度として一貫していると考えられる

（World Athletics, 2025b；Handelsman, 2024）。た

だし、SRY 陽性例の扱いには、CAIS をはじめとする

例外病態、医療的支援、心理社会的影響、法的問題

が伴う（World Athletics, 2025b）。したがって、

今後必要なのは、単純な排除の論理ではなく、競技

の公平性、医学的妥当性、人権への配慮、現場運用

可能性を同時に満たす制度設計である。

女性カテゴリーは、個人の存在を否定するための

仕組みではなく、公平な競技空間を守るための制度

である。この原点を見失わずに、検査法、判定基準、

説明責任のあり方を今後も慎重に検討していく必要

がある。
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